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２種の照明条件下での寒冷暴露時の着衣行動における男女差について
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【目的】　一般にヒトの着衣行動は、季節・環境等の変化によって影響を受ける。この季

節変化を日照時間の長短で表し、衣生活を行う上での外界に対するヒトの反応を調査すべ

く実験を試みた。ここでは、16および８時間の照明照射時間を過ごした後、寒冷暴露し、

その時の体温調節反応および着衣行動に男女差が存在するかどうかを検討した。

【方法】　環境気温25・C、E.H.50 ％、気流15cin/s以下の人工気候室で、実験条件Long  (50

00Lｘの照明照射16時間十睡眠８時間) および実験条件Short(5000Lx の照明照射８時間十照

明lOLx以下８時間十睡眠８時間) の２種類の条件で２日過ごした後、60 分間で気温を10°C

まで徐々に降下させる寒冷暴露実験を行った。その時、３枚の白衣を用意し、自由意志で

任意に着用できるようにし、着用時間を記録した。
被験者は健康な大学生男女６名ずつで、女性は黄体期に測定した。測定項目は、直腸温

と７ヶ所の皮膚温、温冷感・快適感および白衣の着用時間である。

【結果】　1, 直腸温は、女性でLongはShort より高い傾向を示し、変化量もその上昇度

が大で有意差(Pく0.05)が認められるが、男性にはLongとShort 間で有意差は認められなか

った。 2, 末梢部の皮膚温は、女性でLongはShort より下降が大で、前腕・手背・足背部

で有意差(Pく0.05)が認められるが、男性には認められなかった。 3, 温冷感・快適感は、

男女に有意差は認められなかった。4, 白衣の着用時間は、女性でShort はLongより早く、

１枚目を着用した時間に有意嵐(P<0.05) が認められたが、男性には認められなかった。総

着用枚数は女性が男性より有意に多かった。これらについて更に検討し、報告する。
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目的　被服の着用にあたっては、社会的および美的要因への考慮と共に被服衛生学的 な快適性の確 保が、重 要な

要素となると考えられる。 典型的な暑熱環境下にある都市の一つであるバンコ クに着目し、そこでの着装の 選択

と購買行動を、 アンケート調査により解明することを本研究は目的としている。本研究により快適な被服の設計

に資する基礎情報がなされるこ とが 期待される、

方法　1  996 年8 月にバンコ クにあ るマヒドール大学の 男子学生60 名、女子学生100 名 を対象に、タイ語で

記載されたｱﾝｹｰﾄ 用紙を用いて着装の選択および購買行動の意志基準につい て調査した、

結果　ｱﾝｹｰﾄ 対象者が大学生であることを反映し て一般的には、男女共に、ｼﾞｰﾝ ｽﾞの着 用率が 高い散歩や

買い物では、一般的には8 ～9 割の学生が､ 着用することがある項目として挙げられている、 しかし、男女共に

公式 行事では､ 皆無に近く、女 子では ﾊﾟｰﾃｨ にもほとんど着用し ていないとしている、暑熱環境ではあるが、

長 袖シャツが好まれる傾向が読み取れる、半袖シャツの選択と同様レベルにあり、紫外線照射量の影響をさける

ためかもしれないO 一方､ 購買 行動では、下着, T シャツ類で、快適性、 品質、価格が重要な考慮項目となって

い たO 男子の ｼﾞｰﾝ ｽﾞ、女子の ﾌﾞﾗ ｼﾞｬｰ では、 ﾌﾞﾗﾝ ﾄﾞが、 一般的には、重要な購買要因となっていた。 若者

らしさの表れとして興味深いO
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